
白
滝
山

(350m)
（
小
泉
町
） 

素
晴
ら
し
い
展
望
が
楽
し
め
る
山 

 

芸
陽
バ
ス
の
「
小
泉
小
学
校
前
」
バ
ス
停
を
出
発
＆
帰
着
点
と
す

る
赤
線
で
示
す
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。 

距
離
は
約
６
Ｋ
ｍ
、
累
積
標
高
差
が
＋
６
０
０
ｍ
弱
、
歩
行
時
間

は
約
３
時
間
（
休
憩
時
間
は
除
く
）。
登
山
口
①
か
ら
白
滝
山
へ
向

か
う
尾
根
歩
き
ル
ー
ト
は
、
一
部
小
岩
場
も
あ
り
、
中
級
者
向
け

で
あ
る
。（
白
滝
山
ま
で
、
左
図
青
線
の
旧
参
道
を
た
ど
れ
ば
、
危

険
な
個
所
は
全
く
な
く
、
初
心
者
で
も
大
丈
夫
で
あ
る
） 

ま
ず
、「
小
泉
小
学
校
前
」
バ
ス
停
か
ら
登
山
口
①
ま
で
は
、
舗
装

さ
れ
た
車
道
を
歩
く
。
登
山
口
①
は
分
か
り
難
い
の
で
注
意
す
る

こ
と
。
道
路
沿
い
に
沢
山
並
ぶ
、
地
蔵
さ
ん
の
道
標
の
中
で 
「
駐

車
場
迄
１
２
０
０
米
」
が
目
印
。
登
山
口
①
は
左
手
で
、
ベ
ン
チ

が
一
つ
あ
り
、
木
の
枝
に
小
さ
な
「
白
滝
山
へ
」
の
標
識
が
掛
っ

て
い
る
。
最
初
は
左
に
そ
し
て
右
に
と
曲
が
り
な
が
ら
登
る
と
、

後
は
ほ
ぼ
一
直
線
に
尾
根
に
向
か
っ
て
登
る
。
階
段
も
設
け
ら
れ

て
お
り
、
結
構
き
つ
い
登
り
で
あ
る
。
尾
根
に
出
た
ら
、
右
に
ル

ー
ト
を
取
り
、
尾
根
を
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
む
。
鉄
塔
下
を
通
過
後
、
し
ば
ら
く
進
む
と
、
前
方
に
三
角

形
を
し
た
岩
の
ピ
ー
ク
が
現
れ
る
（
ポ
イ
ン
ト
②
写
真
参
照
）。
頂

上
に
は
登
ら
ず
、
左
に
巻
き
、
次
い
で
右
に
巻
い
て
通
過
す
る
。

こ
こ
は
迷
い
や
す
い
所
で
あ
り
、
か
つ
岩
場
を
通
過
す
る
、
一
番

の
難
所
で
あ
り
、
十
分
注
意
す
る
こ
と
。
こ
の
難
所
を
通
過
す
る

と
、
目
の
前
に
瀬
戸
内
海
の
眺
望
が
広
が
る
（
ポ
イ
ン
ト
③
）。
後

は
道
な
り
に
進
め
ば
「
白
滝
山
」
も
近
い
。
頂
上
直
下
で
道
が
分

岐
す
る
。
頂
上
へ
は
左
の
登
り
ル
ー
ト
を
取
る
。
道
は
舗
装
さ
れ

て
い
て
、
頂
上
直
前
に
現
れ
る
畳
岩
の
側
面
の
磨
崖
仏
（
江
戸
初

期
の
作
と
伝
わ
る
）
に
目
を
見
張
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
頂
上
に
至

る
。
頂
上
に
鎮
座
す
る
巨
大
な
畳
岩
か
ら
、
３
６
０
度
の
展
望
を

満
喫
し
よ
う
。
南
に
瀬
戸

内
海
の
島
々
・
多
々
良
大

橋
そ
し
て
天
気
が
良
け
れ

ば
、
四
国
山
脈
も
望
め
る
。

東
に
は
三
原
市
街
、
北
に

は
、
広
島
空
港
や
高
山
城

跡
が
残
る
高
山
や
新
高
山

城
跡
が
残
る
新
高
山
も
望

め
る
。
そ
し
て
西
に
は
遠

く
野
呂
山
ま
で
見
え
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

素
晴
ら
し
い
。
眺
望
を
楽

し
ん
だ
ら
、
山
頂
の
西
側

に
あ
る
「
鐘
つ
き
堂
」
に

も
寄
っ
て
み
よ
う
。 

 
 
 

 
 

 
下
山
コ
ー
ス
と
し
て
は
、

す
ぐ
下
の
「
龍
泉
寺
」（
曹

洞
宗
で
県
の
重
要
文
化
財

も
多
く
、
今
は
外
国
人
住

職
が
守
っ
て
い
る
）
を
経

由
し
て
、
三
つ
が
考
え
ら

れ
る
。 

（
一
）
龍
泉
寺
の
階
段
を

下
り
て
、
右
に
道
を
取
り
、

舗
装
道
を
駐
車
場
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
の
ん
び
り
と
車
道
を
下

っ
て
登
山
口
に
合
流
後
、
バ
ス
停
に
至
る
。［
黄
色
の
ル
ー
ト
］ 

（
二
）
は
龍
泉
寺
の
階
段
を
下
り
て
、
左
に
道
を
取
り
、
展
望
台

へ
向
い
、
直
前
で
左
折
し
て
（
標
識
あ
り
）
旧
参
道
を
下
る
。［
青

色
の
ル
ー
ト
］ 

（
三
）
は
龍
泉
寺
か
ら
引
き
返
し
て
、
元
来
た
道
を
た
ど
る
。[

赤

線
ル
ー
ト]

 
 

ア
ク
セ
ス 

 

三
原
駅
か
ら
芸
陽
バ
ス
の
「
小
泉
線
」
で
「
小
泉
小
学
校
前
」
下

車 チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

以
下
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

    

 

 

 

 

ルート断面と所要時間 

30 分 20 分 50 分 

登
山
口 

① 

尾
根
分
岐 

※ 帰りはどのコース

も約 80 分 

①  

③ 

登 山 口 ① 

① 

尾
根
に
出
る 

② 

瀬戸内海が見える ③ 

駐車場＆標識 

龍泉寺＆トイレ 

小泉小学校前バス停

バス停 



  

木に掛けられた小さな標識 

白滝山山頂からの眺め 

ポイント② 行く手にピーク、頂上付近を左右にまく 

ポイント③ ここで、初めて瀬戸内海の展望が開ける ポイント③ この岩を超えると視界が開ける 

 登山口①周辺 

 

 

このベンチの向こうが登山口 
駐車場迄 1200m と書かれた 

地蔵標識 


